
概要
のコードを活⽤するネイティブなソリューション。

ではなく の拡張機能と呼んでいる 。
が運⽤しているチェーンを 、 、 、 、

。 などが活⽤している 情報 。

では を 、その上にのる を と呼ぶようだ。
は のコードを利⽤してセキュリティやスクリプトの互換性を維持しつつ、



での制約を緩めたりする。
ガバナンストークンは 。読んでいないが 構想もあるそうだ。

ブロックの確認時間は 秒を目標としている。
ブロック承認は 的な「 」を採⽤している。 はダンス
の歩調やリズムなどを意味する。

との関係
は や の管理・転送を簡単にするウォレット ブリッジ機能を提供する

プラットフォーム。
を使っているサービスもある。

を通常よりも簡単に発⾏する をやっているが、これには
は使っていない。


